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発行  令和４年８月２５日 校長 古田 豊 

AＩ力 よりも 人間力   

校 長  古 田   豊 

夏休みを終え、校舎の中に活気がよみがえりました。初めての挑戦・未知の事象との出合い・新たな学び・・・・

夏休み中のこどもたちの様々な経験が、今日からの学校生活にも生かされていきます。社会はめまぐるしく変化して

います。その変化に適応しながら明るく・強く・賢く・正しく生きていく力が、こどもたちとって必要だと思います。 

学校だより7 月号に「将来身に付けさせたい力は何か」というアンケートフォームを載せました。お便りのデジタ

ル化だからこそできる様々な試みをしたかったのです。ホームページ掲載後すぐに確認してみると、数名の方が回答

に協力してくださっていました。こんなに早く！と嬉しかったです。しかしながら、その後、回答数は伸びず、回答

者 20 名程度で現在に至っています。実は、私自身、どれくらいの方が回答してくださるかわかりませんでしたが、

正直もう少し多く回答があるかなと思っていました。でも、逆にこの結果が現状を理解させてくれました。私自身が

読む立場だったとしても、私もアンケートに進んでは答えなかったでしょう。校長としてICT 有効活用！などと呼び

かけていますが、情報を得ることは好きですが、SNS などに書き込むことや自身の情報をネットに載せることなど

は、あまり好きではありません。INPUT は安心できても OUTPUT には若干の抵抗があります。やはり、相手が見

えないもの“リアル”でないものに警戒心があるのです。 

ところで、先日新聞を読んでいて興味深い記事を見付けました。「ディープフェイク AI いたちごっこ」という見出

しでした。ディープフェイクとは人工知能を使って架空の写真や動画を生み出すこと。記事の内容は「ディープフェ
イクの悪用が目立つようになってきている。技術が進み、素人でも手軽に作れるようになってきた。見破るために頼り
になるのは、やはりAI だという。人の目には偽物とほとんど分からないディープフェイクもあり、実際に一国の大統領
が演説しているフェイク動画が出回ったこともある。コンピューターの性能が向上し、専門家でなくてもちょっとした
知識があれば作れるようになってきた。ディープフェイクは深層学習（ディープラーニング）と呼ばれる技術の発達に
伴って可能になった。画像の真偽を識別する AI と本物に近い画像を作り出す AI が「だますー見破る」という学習を繰
り返して本物の画像を作り出すという技術だ。効率化のために発明された技術が、人をだますディープフェイクも生む
ようになった。」というものでした。深く考えさせられる話でした。 

AI の発達とともに時代がますますデジタル化しています。確かに便利な世の中になったと思います。と同時に、社

会が、目に見えない世界・仮想現実の世界で動き始めてもいます。先程ふれた「将来身に付けさせたい力は何か」と

いうアンケートの回答は、共感できることばかりでした。ご協力いただき誠にありがとうございました。回答の一部

を紹介いたします。 

こどもたちが社会で活躍する近い将来において求められる資質・能力とは何か。の回答 「自分で考える力」「IT を使
いこなしたうえで何を創造できるか、知識の詰込みではなく引き出し方、そこから自分なりの答えや新たな疑問を導き
出す力」「物事をよく調べ色んな角度から判断し、回りの意見も参考にしつつ自分の考えをもつ力。そしてその考えをち
ゃんと相手に伝えられる話術」「先を予測する力」「先の見通しての行動力、発言力」まとめれば「情報に無闇に依存せ

ず、先を見通して自分で考える力」と言えるでしょう。 

「情報モラル」についてこどもたちにしっかり身に付けてほしいこと。の回答 「真実や有効な情報を見つけられる力。
鵜呑みにしない力」「何を信じるか。見極める目」「正しい情報を精査できる力」「情報に惑わされない、自分で考える力」
「意見を言う時は必ず名乗る」「人に迷惑をかけない」「どんなことが犯罪行為や迷惑行為になるか、被害者にならない
選択基準」まとめれば「物事や状況を見極める力・判断力。決して他人を傷つけずだまされない規範意識と防衛力」と言

えるでしょう。 

こどもたちのために、まずは、私たち大人がそういった“人間力”を身に付けていきたいものです。 



 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

       ８,９月 行事予定 

 
曜 朝 行事 

8/25 木 全 給食開始 

26 金 読 5,6年レベルアップ鼓笛 

27 土   

28 日   

29 月 全 （PTA登校時見守り開始～2月中旬） ☆ 

30 火 B 5時間授業 6年水泳記録会（校内）   

31 水 読 5年モアレ検診           S 
9/1 木 音 引渡し訓練（13：40引き渡し開始） 

2 金 B 5時間授業 6年水泳記録会（予備）  ☆ 

3 土   

4 日   

5 月 全 4～6年鼓笛譲渡式練習 

6 火 B 6年日光移動教室事前健診 水泳指導終了  

7 水 読 4時間授業 6年日光移動教室開始 1年発育測定 S 
8 木 読 3,5年リコーダー教え合い 2年発育測定 

9 金 読 6年日光移動教室終了 3年発育測定     ☆ 

10 土   

11 日   

12 月 全 4～6年バレエワークショップ 4年発育測定 

13 火 B 4～6年譲渡式練習 5年発育測定 安全指導日  

14 水 読 4時間授業(5-1研究授業)  6年発育測定  S 
15 木 体 委員会活動             ☆ 

16 金 セ 4,6年鼓笛教え合い            ☆ 

17 土  (PTA運営委員会) (ウィークエンドスクール手芸教室) 

18 日   

19 月  敬老の日 

20 火 B 保護者会(1,2年14:30～,3～6年15:15～)  

21 水 読 全校鼓笛練習（1時間目）       S 
22 木 読 1,2年生活科見学（全日） 

23 金  秋分の日 

24 土   

25 日   

26 月 全                  ☆ 

27 火 B 5,6年パレード鼓笛練習  4年生活習慣病予防健診    

28 水 読 S 
29 木 児 クラブ活動 

30 金 読 5,6年交通安全鼓笛パレード（午後）       ☆ 

10/1 土  都民の日 

2 日   

3 月 全 避難訓練（地震・停電） 

4 火 B  

5 水 B 4時間授業              S 
6 木 音 全校鼓笛練習(1時間目) 4,6年鼓笛教え合い クラブ活動 

7 金  前期終業式 ☆ 

8 土  水神フェスティバル（オンラインクイズ） 

 

 

８，9 月の生活目標  
きまりよい生活をしよう 

・落ち着いて学習に取り組もう 

・廊下や階段を正しく歩こう 

・よく考え落ち着いて行動しよう 

・チャイムを守って行動しよう 

スタンダード目標 

・授業の始めと終わりにあいさつをしよう 

・名前を呼ばれたら「はい！」と返事をしよう 

全：全校朝会  B：B時程  読：読書タイム  
セ：セーフティタイム  生：生活指導朝会 
音：音楽朝会  体：体育朝会  児：児童集会 
S：水神チャレンジ教室 ☆スクールカウンセラー来校日 
：ひまわり教室 

 

補充教室 

 夏休み期間中、補充教室が行われました。こどもたち

は、国語や算数などの課題を持ってきて、集中して学習

に取り組んでいました。五日間、補充教室に参加した児

童は、「もうすぐ宿題が終わりそう。」と、嬉しそうにし

ていました。 

水神小学校の農園 

夏の日差しを浴びて、水神小学校の農園では、なす、

ピーマン、トマト、枝豆などがたくさん育っていました。

1年生も種をまきました。「あのちいさなたねが…」おい

しそうな実やかわいい実を付けたり、綺麗な花を咲かせ

たりしています。種の不思議、生命の不思議を感じ取っ

て喜んでくれることでしょう。秋の学習に生かしていき

たいと思います。                

 

本校の読書活動について（6月の読書週間） 

・先生方のおすすめの本の紹介…6月の読書週間より、

先生のおすすめの本を図書室に展示しました。こども

たちは、展示されている本を熱心に見て、借りていき

ました。校長先生のおすすめの本は、「よだかの星」で

した。 

・図書館クイズ…図書委員が考えたイベント「図書館ク

イズ」を実施しました。本を見ないと答えがわからな

い問題もあり、休み時間の図書室は混み合っていまし

た。クイズが正解すると、図書委員手作りの折り紙の

飾りをもらうことができました。 

・親子読書…9月の図書館便りに児童の感想を掲載しま

す。 

6年水泳記録会について 

 8月30日(火)13：50～15：15頃に校内で行います。6

年生保護者の方は参観できますが、写真撮影等はご遠慮

ください。当日は裸足でプールサイドに上がっていただ

きます。(プールは玄関左の階段から屋上へ上がります。) 


